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所
蔵
資
料

アー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む

第
３
回

神
社
明
細
帳
を
読
み
解
く～

八
幡
神
社（

国
分
寺
市）

 

『

神
社
明
細
帳
・
８
・
北
多
摩
郡〈

東
京
府〉

明
治
１
２
年』

 

請
求
番
号

：

６
３
３．

Ｃ
４．

０
７

東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
東
京
府
文
書
に
は
、
神
社
や
お
寺
に
係
る
資
料

も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
最
も
古
い
神
社
の
記
録
と
し
て
は
、
明
治
２
年
の

『
触
下
諸
社
由
緒
書
絵
図
面
』
（
請
求
番
号
：
６
３
３
．
Ｃ
３
．
１
５
）
が
あ
り
、

旧
東
京
市
内
９
０
件
の
神
社
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

多
摩
地
域
を
含
む
東
京
府
全
体
の
神
社
の
記
録
で
は
、
明
治
１
２
年
（
一
八
七

九
）
の
『
神
社
明
細
帳
１
～
１
１
（
２
欠
）」（
請
求
番
号:

６
３
３
．
Ｃ
４
．
０
１

～
６
３
３
．
Ｃ
４
．
１
０
）
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
『
神
社
明
細
帳
１
～
１
１
（
２
欠
）
』
の
中
か
ら
、『
神
社
明
細
帳
・
８
・

北
多
摩
郡 
〈
東
京
府
〉
明
治

１
２
年
』（
請
求
番
号
：
６
３

３
．
Ｃ
４
．
０
７
）
の
う
ち
、

そ
の
２
に
綴
ら
れ
て
い
る

当
館
か
ら
ほ
ど
近
い
国
分

寺
市
の
八
幡
神
社
の
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
早
速
資
料
を

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
東
京
府
文
書
「
北
多
摩
郡

国
分
寺
村

村
社

八
幡
神
社
」『
神
社
明
細
帳
・

８
・
北
多
摩
郡 

〈
東
京
府
〉
明
治
１
２
年
』 
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２
．
資
料
の
解
読
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八
幡
神
社
（
国
分
寺
市
）
に
つ
い
て 

 

八
幡
神
社
は
、
国
分
寺
市
西
元
町
一
丁
目
１
３
番
地
２
３
に
現
存
す
る
神
社
で

す
。
西
国
分
寺
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
武
蔵
国
分
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
薬
師
堂
南
西

に
あ
り
、
国
分
寺
崖
線
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
崖
上
に
は
境
内
、
崖

部
分
に
階
段
、
崖
下
に
鳥
居
が
設
置
さ
れ
、
敷
地
に
は
か
な
り
の
高
低
差
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
崖
上
に
狛
犬
、
鳥
居
、
東
脇
に
末
社
、
参
道
突
き
当
り
に
社
殿
が
建

ち
、
そ
の
東
側
に
は
氏
子
会
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
記
念
碑
が
二

基
、
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昌
平
坂
学
問
所
地
理
局
が
文
政
１
３
年
（
一
八
三
〇
）
に
編
さ
ん
し
た
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
る
と
、「（
国
分
寺
村
）
八
幡
社 

薬
師
堂
山
林
の
内
に
あ
り
、

二
間
に
三
間
の
覆
屋
あ
り
、
村
内
鎮
守
、
国
分
寺
持
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

３
．
資
料
の
解
説
～
明
細
書
を
読
む 

 

江
戸
時
代
の
末
ま
で
は
、
多
く
の
神
社
は
寺
院
と
同
じ
境
内
の
な
か
に
あ
り
、

神
も
仏
も
一
緒
に
祀
ら
れ
、
参
詣
者
は
区
別
す
る
こ
と
な
く
礼
拝
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
神
仏
習
合
の
形
態
で
し
た
。 

明
治
新
政
府
は
、
慶
応
４
年
（
明
治
元
年/

一
八
六
八
）
三
月
に
神
仏
の
混
淆
を

禁
止
し
、
仏
像
を
神
体
と
し
て
き
た
神
社
は
、
仏
像
や
仏
具
の
類
を
取
り
除
く
よ

う
に
達
し
ま
し
た
（
神
仏
分
離
令
）。
八
幡
神
社
は
、
仏
像
が
神
体
で
は
な
い
も
の

の
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
武
蔵
国
分
寺
が
管
理
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す
る
神
社
と
し
て
祭
祀
も
行
っ
て
い
ま
し
た
＊
１

。 
そ
の
後
、
新
政
府
は
祭
政
一
致
の
大
方
針
の
も
と
に
、
明
治
四
年(

一
八
七
一)

５
月
１
４
日
の
太
政
官
布
告
「
官
社
以
下
定
額
・
神
官
職
制
等
規
則
」
を
も
っ
て
神

社
を
国
家
の
宗
祀
と
し
て
社
格
２

を
定
め
、
神
社
・
寺
院
の
実
態
・
実
数
に
つ
い
て

本
格
的
に
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
明
治
１
２
年
（
一
八
七
九
）
６
月
２
８
日
に

「
内
務
省
達
乙
第
３
１
号 

神
社
寺
院
及
境
外
遙
拝
所
等
明
細
帳
書
式
」
を
も
っ
て

一
定
の
様
式
が
定
め
ら
れ
、
神
社
・
寺
院
明
細
帳
の
調
製
が
各
府
県
へ
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
、
国
家
の
公
的
台
帳
と
し
て
政
府
と
各
道
府
県
と
に
備

え
付
け
ら
れ
、
公
認
の
神
社
・
寺
院
で
あ
る
た
め
に
は
必
ず
こ
れ
に
登
載
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

本
資
料
は
、
提
出
日
が
明
治
１
２
年
（
一
八
七
九
）
１
０
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
内
務
省
達
乙
第
３
１
号
」
に
従
っ
て
作
成
、
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
資
料
中
に
明
治
４
０
年
（
一
九
〇
七
）
１
月
２
８
日
の
朱
字
、
欄
外
に
昭

和
１
０
年
（
一
九
三
五
）
９
月
２
３
日
、
付
箋
に
昭
和
１
３
年
（
一
九
三
八
）
８
月

１
６
日
、
昭
和
１
６
年
（
一
九
四
一
）
９
月
２
３
日
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
資

料
が
神
社
の
台
帳
と
し
て
昭
和
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

社
格
は
「
村
社
」
、
祭
神
は
「
応
神
天
皇
」
。
社
格
は
、「
由
緒
」
に
朱
字
で
辛
未

（
明
治
４
年
）
１
０
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

治
４
年
（
一
八
七
一
）
の
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
、
国
分
寺
村
社
と
し
て
格
付
け
ら

れ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
祭
神
の
応
神
天
皇
は
、
第
１
５
代
天
皇
で
、『
日
本
書
紀
』

に
は
譽
田
天
皇
（
ほ
む
た
の
す
め
ら
み
こ
と
）、
八
幡
神
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
全

国
各
所
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
分
寺
村
で
は
氏
神
と
し
て
「
八
幡
神
」
を
祀
っ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

所
在
地
は
、「
神
奈
川
県
北
多
摩
郡
国
分
寺
村
大
字
国
分
寺
八
幡
前
一
六
二
四
」、

提
出
者
は
「
国
分
寺
村
戸
長
小
柳
九
一
郎
」、
提
出
先
は
、「
神
奈
川
県
令
野
村
靖
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
４
０
年
（
一
九
六
五
）
９
月
１
日
の
町
名
地
番
整

理
で
「
西
元
町
一
丁
目
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

所
在
地
お
よ
び
提
出
先
が
「
神
奈
川
県
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
２
６
年

（
一
八
九
三
）
４
月
１
日
に
西
・
南
・
北
多
摩
郡
（
三
多
摩
）
が
東
京
府
へ
移
管
さ

れ
る
ま
で
国
分
寺
村
が
神
奈
川
県
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
の
資
料
を
含
む
資
料
綴
は
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

戸
長
の
小
柳
九
一
郎
（
一
八
五
九-

一
九
三
〇
）
は
、
明
治
２
２
年
（
一
八
八
九
）

に
開
通
す
る
甲
武
鉄
道
の
国
分
寺
駅
開
設
の
た
め
に
所
有
地
を
提
供
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
、
国
分
寺
村
長
や
東
京
府
会
議
員
な
ど
を
務
め
た
、
国
分
寺
を
代
表
す
る

名
士
の
一
人
で
す
。 

「
由
緒
」
は
、「
古
代
由
緒
沿
革
ノ
義
未
詳
」
で
、
享
保
５
年
（
一
七
二
〇
）
３

月
に
社
殿
が
新
造
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
添
付
平
面
図
は
、
明
治
１
２
年

に
届
出
時
の
状
態
、
つ
ま
り
享
保
５
年
竣
工
の
本
社
と
拝
殿
を
示
し
て
い
ま
す
。

平
面
図
上
に
記
さ
れ
た
朱
の
点
は
拝
殿
の
外
側
に
巡
る
縁
を
支
え
る
た
め
の
束
の

位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。「
社
殿
間
数
」
と
平
面
図
に
、
明
治
４
０
年
（
一
九
〇
七
）

１
月
２
８
日
末
に
拝
殿
そ
の
他
の
新
築
許
可
を
得
て
、
翌
年
１
２
月
１
０
日
に
落

成
と
朱
書
き
で
追
記
、
欄
外
に
は
昭
和
１
０
年
９
月
２
３
日
の
石
燈
籠
の
建
設
、

付
箋
に
は
、
昭
和
１
３
年
８
月
１
６
日
、
昭
和
１
６
年
９
月
２
３
日
に
敷
石
造
設

の
許
可
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
参
道
を
上
っ
て

左
手
に
「
奉
納 

紀
元
二
千
六
百
年
記
念 

八
幡
神
社
参
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
一

式
、
修
繕
費
金
弐
拾
円
也 

国
分
寺
町 

小
柳
忠
蔵 

昭
和
壱
六
年
九
月
吉
日 

工
事

請
負
人 

池
谷
桃
太
郎
建
之
」
と
彫
ら
れ
た
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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昭
和
１
６
年
の
敷
石
造
設
は
参
道
の
整
備
で
あ
っ
た
と
わ
か
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
す
べ
て
の
変
更
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
地
で
確
認
で
き
る
「
明
治
廿
五
年
壬
辰
年
一
月
吉
日
建
之
」
と
彫
ら
れ
た

鳥
居
、
昭
和
８
年
奉
納
の
狛
犬
や
末
社
に
関
す
る
追
記
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
な
判
断
基
準
で
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た
の
か
、
検
討
の
余
地
は
あ
り
そ
う
で

す
。 社

殿
の
う
ち
「
本
殿
」
の
「
間
数
」
は
間
口
が
２
間
３
尺
（
約
４
．
５
ｍ
）、
奥

行
が
４
間
（
約
７
．
２
ｍ
）
、「
境
内
坪
数
」
が
５
１
３
坪(

約
１
７
０
０
㎡)

３

、「
地

種
」
が
「
官
有
地
第
一
種
」
４

、「
氏
子
戸
数
」
は
９
４
戸
、
国
分
寺
村
の
氏
子
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
管
轄
官
庁
ま
で
の
距
離
、
す
な
わ
ち
神
奈
川
県
庁
（
現
在
も
同
じ

位
置
）
ま
で
１
１
里
半
（
約
４
６
㎞
）
５

、
ど
の
道
程
で
計
測
さ
れ
た
か
不
明
で
す

が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
以
上
の
距
離
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
明
治
新
政
府
は
、
地
域
で
祀
ら
れ
て
き
た
神
社
を
体
系
化
し
て

管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
管
理
の
た
め
の
台
帳
が
地
域
の
神
社
を
知
る

＊
１ 

国
分
寺
市
編
『
国
分
寺
市
史
』
中
巻
、
平
成
２
年
、
２
７
７
頁 

２ 

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
５
月
１
４
日
の
太
政
官
布
告
「
官
社
以
下
定
額
・

神 

官
職
制
等
規
則
」
で
は
、
伊
勢
の
神
宮
は
特
別
の
格
の
も
の
と
し
て
官
制
を

設
け
、
全
国
の
神
社
は
、
官
社
と
諸
社
と
に
分
け
ら
れ
、
官
社
は
官
幣
社
と
国

幣
社
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
中
小
の
社
格
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
官
幣
社
と
は

本
来
、
神
祗
官
か
ら
奉
幣
す
る
神
社
を
さ
し
、
古
代
か
ら
皇
室
の
崇
敬
が
特
に

厚
く
、
由
緒
の
格
別
に
重
い
神
社
、
歴
代
の
天
皇
、
あ
る
い
は
皇
族
を
祀
る
神

社
が
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。
国
幣
社
は
元
来
、
国
司
が
奉
幣
す
る
神
社
を
さ
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
例
祭
に
国
庫
か
ら
奉
幣
す
る
神
社
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
一
国

の
一
の
宮
あ
る
い
は
総
社
と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
き
た
神
社
が
、
こ
れ
に
列
せ

ら
れ
ま
し
た
。
官
社
に
対
し
て
諸
社
と
呼
ば
れ
る
神
社
は
、
県
（
府
）
社
・
郷

た
め
の
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
残
っ
た
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
当
館
の
所
蔵
資
料
を

片
手
に
神
社
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

            

社
・
村
社
・
無
格
社
に
分
け
ら
れ
、
地
方
に
お
い
て
尊
崇
さ
れ
る
神
社
に
つ
い

て
、
祭
神
と
由
緒
の
面
か
ら
社
格
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
社
に
は
地
方
の
生

活
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
氏
子
が
多
数
存
在
し
ま
し
た
（『
日
本
大
百
科
全

書
』（
１
９
８
４
～
１
９
９
４
刊
：
全
２
６
巻
な
ど
）。 

３ 

１
間
＝
６
尺
（
１
尺
＝
約
３
０
㎝
）
＝
約
１
８
０
㎝
と
し
て
計
算
し
た
場
合 

４

太
政
官
布
告
第
１
２
０
号
（
明
治
７
年
１
１
月
７
日
）、
内
務
省
達
乙
第
８
４
号

の
別
紙
（
明
治
７
年
１
２
月
２
８
日
）
の
区
分
で
、
皇
宮
地
神
社
が
官
有
地
の
第

一
種
と
さ
れ
ま
し
た
（
佐
藤
甚
次
郎
「
明
治
前
期
の
地
籍
図
：
そ
の
２
地
籍
編
成

事
業
で
調
製
の
地
籍
地
図
」
日
本
地
理
教
育
学
会
編
『
新
地
理
』
第
３
０
号
、
昭

和
５
８
年
）。 

５ 

１
里
＝
約
４
㎞ 

                                        

             

 


